
令和 8年度第 6回 学院等（横浜地区）安全衛生委員会議事要録 

 

日 時 令和 8年 9月 16日（水） 10：30～11：30 

  

開催方法 Web(Zoom使用) 

 

出席者 平山委員長、中田副委員長、多田、鍵、大見、久方、濱田、小口、髙橋、平井 

吉冨、伴の各委員 

オブザーバー：野村、沖野、土屋、今野、池田、森田、瀧、坂本、船橋 

庶務：草柳、井上  

 

配布資料 

資料 1-1 令和 8年度第 6回横浜地区安全衛生委員会議事次第 

資料 1-2 横浜キャンパスにおけるドローン使用計画について  

資料 1-3 令和 8年度横浜地区防災訓練概要  

資料 1-4-1産業医職場巡視報告書（生命理工学院 相澤研） 

資料 1-4-2産業医職場巡視報告書（生命理工学院 山口研） 

資料 1-5-1対策（改善）結果報告書（環境・社会理工学院 小口研） 

資料 1-5-2対策（改善）結果報告書（化学生命研究所 中村・岡田研） 

資料 1-5-3対策（改善）結果報告書（化学生命研究所 神谷・淺沼研） 

資料 1-6  実験室等における事故事例について 

資料 1-7 横浜市消防局立入検査通知書  

資料 1-8 高圧ガスボンベスタンドの固定について 

資料 2  安全管理担当者活動報告および今後の活動方針（9月～11月） 

資料 3-1 R8安全週間安全点検改善依頼【電気電子系】 

資料 3-2  R8安全週間安全点検改善依頼【情報通信系】 

資料 3-3 R8安全週間安全点検改善依頼【材料系】 

資料 3-4  R8安全週間安全点検改善依頼【応用化学系】 

資料 3-5  R8安全週間安全点検改善依頼【情報理工学院】 

資料 3-6 R8安全週間安全点検改善依頼【建築学系】 

資料 3-7 R8安全週間安全点検改善依頼【石田研・野崎研】 

資料 4  御見積書（J2.3棟防火戸・防火シャッター 起動及び復旧作業） 

資料 5  大学の防災安全情報 G1棟 

資料 6  横浜市消防局立入検査指摘事項一覧 

資料 7  大学等における毒物及び劇物の適正な保管管理について（周知） 

 

 

1.前回議事要録（案）の確認  

令和 8年度第 5 回学院等（横浜地区）安全衛生委員会議事要録（案）を確認した結果、承

認された。  

 

2.系選出委員による安全点検結果報告について 

系選出委員より、前月（8月）分の安全点検結果について報告があった。 



 

3.横浜地区安全衛生委員会報告(9/4Web開催)について 

 資料 1-1〜8に基づき、以下の報告があった。 

（1）審議事項 

 ①横浜キャンパスにおけるドローン使用計画について 

 ②令和 8年度横浜地区防災訓練について 

（2）報告事項 

 ①横浜地区各部局等安全衛生委員会開催状況（8月開催）について     

 ②産業医による職場巡視結果報告について  

 ③対策（改善）改善結果報告について                                    

④実験室等における事故事例について 

⑤横浜市消防局立入検査結果について 

(3)その他 

①高圧ガスボンベスタンドの固定について 

 

   

4.安全管理室の活動報告及び今後の活動予定について                      

井上室員より、資料 2に基づき、安全管理室の活動報告及び予定について報告があった。 

 平山委員長より、第 6回安全衛生に係る講演会（12/17）及び懇親会への参加依頼があっ 

た。 

 

5.安全点検改善報告について  

各系選出委員より、資料 3-1～7に基づき、改善報告があった。 

 

6.防災訓練について  

 平山委員長より、防災訓練時の防火扉の扱いなどについて提案があり、意見交換の結果、 

例年通り、各建物の防火扉は閉めて訓練を行うこととした。J2.3棟は居住者で防火扉他の

開閉が行えないことから、資料 4の通り、業者に依頼することとした。 

また訓練中火災報知器を鳴動させることもできるので、各建物内で検討し、鳴動の要否を

学院等安全管理室まで連絡をすることとした。  

 

 

7.その他 

（1）建物管理上の情報共有について 

 伴委員より、建物毎の情報共有として資料 5の作成をしている旨、報告があり、種々の意

見及び要望があり、それらを踏まえ、10月に共有部分への掲示や建物情報チャンネルへの

掲載できるように準備を進めることとなった。 

（2）横浜市消防局立入検査指摘事項一覧 

 井上室員より、資料 6に基づき、今回の消防局立入検査結果について報告があった。 

特に 11階を超える高層棟における、カーテン類については「防炎」認定マーク付きのもの

の使用が求められていること、特に危険物保有量については今回も管理データーの提供を

求められたこと、また消防局より 3,4年の間に今回の査察対象以外の建物の立入検査も求

められていることについても報告があった。 



 （3）大学等における毒物及び劇物の適正な保管管理について（周知） 

  平山委員長より、資料 7に基づき、毒劇物の施錠管理、また鍵の管理等適切な保管管理

への注意喚起があった。 

 

 

 

 

 

                                    以上 

 

次回委員会  令和 8年 10月 14日（水） 10：30～ ZOOMにて  

 


